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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・オンコールの変更をしますので、周知お願いします。

10/23（金）東SGM　→　佐藤AOM

11/1（日） 佐藤AOM　 →  東SGM　

・スタッフやスタッフの家族がインフルエンザにかかった場合は、診断書は必要

ありませんので、領収書をSGMへ提出するようにして下さい。

・本日のナイトプログラムにてインフルエンザ流行にて、再度患者様へのリハプロ・ＯＴから戻った際、外出泊後（外出訓練含む）の手洗い・うがい・トリゾン消毒を徹底して頂く為に、皆さんへの確認とともに確実に行っていくよう伝えていきましょう。

・伊藤　雄一様～自己服薬管理導入していく予定で、本日主治医より許可頂いています。服薬ボードについて、本人様は以前使用した物があるとの事で、ご家族様へ本人が電話し確認とる事としています。

　　　　　　　　ボードが来次第1日分から開始する予定となっています。服薬ボードが届いたら、服薬担当スタッフの本川NSへ一度報告して下さい。

・鈴木　茂子様～問診時、主治医より体重が増加した為、減量するよう指示あります。生活習慣改善プログラムへの参加可能であるか、プログラム担当スタッフへ確認したところ、可能であるとの事で、来週月曜日のリーダーは主治医へ情報提供し確認して下さい。

　　　　　　　　又、買い物目的ではなく、散歩のみの単独外出ができるか希望されています。精神療法の際、主治医へ情報提供し、本人からも話すよう伝えています。

・八木橋　牧雄様～ご家族様との今後の方針で来年の5月に退院予定となっています。4月にアパートを決め入居準備をおこなっていきます。

　　　　　　　　　退院前訪問指導は6回行う予定としていきます。

　　　　　　　　　アパート入居の際には何が必要で、いつ購入するかなど細かく企画書へ記載して実施していきます。

　　　　　　　　　アパートが決まったら、ご家族様が4月からご協力出来るとのお話しある為、最終的には一人で外出・外泊訓練を行っていけるように退院に向けた企画書の作成を担当スタッフは作成して下さい。

・稲垣　恵利子様～昨日、外泊に行かれ本日10時帰院しています。

　　　　　　　　　ご家族様は、忙しいを理由に疎遠がちである為、小遣いの受け渡し方法について毎月面会兼ねて、本人様への受け渡しを再度提案しています。

　　　　　　　　　来週兄様が医事に来て管理方法や諸経費について話しを聞き、それからどのようにするか返答頂く事となっています。

　　　　　　　　　本日、義姉様へ疾病教育を行っています。病気についての理解は頂けている様子見られています。

・滝沢　久江様～本日、面会あり疾病教室を行っています。

　　　　　　　　入院前と現在の状態を伝え、病気についての理解して頂いていま

す。今後、外泊出来ないかご家族様へお願いすると、考えてみま

すとの前向きな返答聞かれています。

又、時折幻聴による帰宅要求聞かれる事を情報提供しています。

ご家族様より、幻聴があった際は電話して構わない、その方が本

人も安心するだろうとの事です。(日中：黒沢様　夜間：蛯名様)

今後幻聴に左右された発言・行動があった際には、決められた

曜日以外にも本人に電話して頂き、幻聴に左右された発言・行動

について観察していきましょう。

＜ＳＳＴミーティング＞

・明日は｢電話の掛け方｣としています。

　先週も同じお題で行っている為、先週の振り返りを行いながらロールプレイをお

こなって下さい。

＜9月日曜品発注状況確認＞

・トイレットペーパーが8月より31個減って節約できています。

　ハンドソープは先月より4個増量となっています。

　引き続き節約できるよう、ナイトプログラムでも患者様へ投げかけていきましょう。

＜猪股Ｄｒ診察＞

・駒木　洋士様～背部の湿疹について、よくなってきた為、軟膏を止めたい事。湿疹が出たら先生(猪股Ｄｒ)に診てもらいたい事を伝えています。

　　　　　　　　主治医より皮膚科の事は皮膚科で診てもらって下さい。との事で本人渋々納得されています。

・蛯名勝幸様～主治医と保護者である妻様で面談を行ない、本人様の薬物調整によ
り病状も安定、生活リズムも確立できており、退院となります。

９月より、毎週あぐりの里（就労継続支援Ｂ型）での就労体験を繰
り返し、大きな精神変化はありません。

ご家族の受け入れ整った事により、10月31日（金）退院予定となっ

ています。本人様の状態をみながら1～２ヶ月は週1回の通院予定。

今後はあぐりの里を利用し就労訓練をおこなっていく。11月2日よ
り正式に就労となる。

退院日：10月31日（土）10時

次回外来日：11月6日（金）9時30分～

※退院療養検討会を10/30（金）13時30分に開催します。

 　　　　　　関係部署は参加を願います。また、参加できない方は、書式を準備

 　　　　　　しますので入力して下さい。

主治医より、1年以上病状の安定しているため、眠薬は入っていないこ
と、服薬の継続、疲れをためないことなどアドバイス受けています。

長期入院患者様であり、症状悪化時には退院後支援する機関や家族で
その対応などを検討しなければならない方かと思います。

退院後は、就労継続支援事業Ｂ型「アグリの里」を利用することとな
り、その就労や生活への支援として、地域活動支援センター「青明舎」へ支援依頼をする予定です。保護者である妻にも簡単には青明舎の説明を行っており、「その様な支えがあれば利用したい」と話していました。「アグリの里」への利用曜日などは決定されておりませんが、金曜日は外来受診の為利用しないこととしています。月に23日までの出勤可であり、随時家族・施設間で調整していく様です。

同施設は昨年から見学を行い、今月4度の体験利用を行っていました。

入院時の情報提供と、今後必要となる支援内容の検討の為、青明舎の
方にも退院療養検討会への参加をお願いしたいと思います。

また、退院後にでも改めて「アグリの里」その他の関係者への情報提
供と検討の場をもうけていきたいと思うので、その際は青明舎・病棟
職員・外来などの参加をお願いしたいと思います。本人の詳しい情報
は後日お伝えしたいと思います。
















































